
Ⅰ．はじめに

　枝垂れ性樹木の枝は著しい一次伸長成長を行うが，これに対し
て二次肥大成長が不十分なため，自重を支えきれず屈曲し下方へ
向かって伸長する（中村，２０００）。その結果，枝垂れ性樹木は枝
が上方に伸長する一般的な樹木とは異なった特徴的な樹形となる。
枝垂れ性樹木の特徴的な樹形は，樹冠における光分布に一般的な
樹木との相違を形成すると考えられる。通常，樹木では樹冠の上
部，下部にかかわらず光環境は一次枝の基部から先端部にかけて
良くなっていく。これに対し，枝垂れ性樹木では樹冠上部の一次
枝は枝の基部から先端部まで全体的に光環境がよく，樹冠下部の
一次枝は上部の枝の被陰を受けるため全体的に光環境が悪くなる。
樹冠内の光分布は，葉の蒸散に影響を与える重要なファクターで
あり（Maherali et al., １９９７），光の分布によって水輸送能力の分
布も変わる（Sellin and Kupper，２００７）。したがって，枝垂れ性
樹木の樹冠内の葉および枝の水分生理特性についても，特異的な
光の分布によって規定されている可能性がある。また，枝垂れの
原因となる一次伸長成長と二次肥大成長の不均衡は，道管などの
組織構造にも影響を与え，葉や枝あるいは個体レベルの水分生理
特性に関わっている可能性が高い。
　本研究では，枝垂れ性樹木の水分生理特性について検討するた
めに，シダレザクラとソメイヨシノの葉の蒸散速度と木部圧ポテ
ンシャルの日変化を測定し，比較した。

Ⅱ．材料と方法

　供試材料には，九州大学農学部構内に生育するシダレザクラ
（Prunus pendula Maxim.）とソメイヨシノ（Prunus yedoensis 

Matsumura）各１個体を用いた。それぞれの樹高と基部直径を
表－１に示す。各個体の樹冠を構成する枝のうち上部の一次枝を
１本，下部の一次枝を１本ずつ，両個体あわせて計４本を測定用
の枝として選定した。

　２００７年の８月下旬から９月上旬にかけての快晴に近い日を選ん
で，選定した一次枝の基部および先端部の葉の蒸散速度と木部圧
ポテンシャルを測定した。スーパーポロメーター（Li-１６００，Li-
Cor）により蒸散速度を，プレッシャーチャンバー（Model ６００，
Pms）により木部圧ポテンシャルをそれぞれ測定した。蒸散速度
を測定する際に葉のコンダクタンス，光合成有効光量子束密度
（PPFD），葉温，相対湿度の測定も同時に行い，それらの値から
葉と大気間での水蒸気圧飽差（VPD）を算出した（Landsberg，
１９８６）。測定は各枝について８：００から１６：００まで２時間おきに
５回行った。一回の測定につき蒸散速度は３枚，木部圧ポテン
シャルは１枚の葉で測定，木部圧ポテンシャルの測定は夜明け前
（５：３０〜６：００）にも３枚の葉を用いて行った。

Ⅲ．結　果

　PPFDの日変化を図－１に示す。ソメイヨシノにおけるPPFD
は樹冠上部，下部ともに一次枝の先端部で高く，基部で低かった。
一方，シダレザクラのPPFDは樹冠上部では一次枝の基部，先端
部ともに高かった。これに対し，樹冠下部におけるPPFDは午前
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表－１．供試材料の概要
基部直径（cm）樹高（cm）種名

２８．３４９４ソメイヨシノ
２４．８３１６シダレザクラ



に一次枝先端部で高かったが，１２：００以降は基部，先端部ともに
低くなった。
　葉における蒸散速度と木部圧ポテンシャルの日変化について図
－２に示す。蒸散速度は，ソメイヨシノ，シダレザクラともに樹
冠上部より樹冠下部の方が一日を通して高かった。木部圧ポテン
シャルはソメイヨシノ，シダレザクラともに樹冠上部より樹冠下
部の方が一日を通して低かった。また，木部圧ポテンシャルの最
低値は，ソメイヨシノよりシダレザクラの方が樹冠下部の一次枝
先端部を除いて高かった。
　以上のような日変化の結果より，良好な光条件にあったソメイ
ヨシノの樹冠上部および下部の一次枝先端部の葉とシダレザクラ
の樹冠上部の一次枝基部および先端部の葉の結果を用いて，樹種
特性についての比較を行った。まず，蒸散速度とVPDの関係を
図－３に示す。ソメイヨシノの葉の蒸散速度はVPDの上昇とと
もに増加した。一方，シダレザクラの葉ではVPDが高くなって
も蒸散速度は増加せず，両者の間に関係性は認められなかった。
　続いて木部圧ポテンシャルと葉のコンダクタンスの関係を図－
４に示す。ソメイヨシノの樹冠下部の一次枝先端部では葉のコン
ダクタンスが高くなるにつれて木部圧ポテンシャルは低下し，葉
のコンダクタンスが低くなると木部圧ポテンシャルは回復してい
くという傾向を示した。一方，樹冠上部の一次枝先端部では，木
部圧ポテンシャルが低下しても葉のコンダクタンスはほとんど変
化していなかった。シダレザクラは，ソメイヨシノの樹冠上部の
一次枝先端部と似た傾向を示したが，朝方の葉のコンダクタンス
が木部圧ポテンシャルに対して非常に高かったことや，夕方の木
部圧ポテンシャルの回復が遅かったことなど，特異的な点も認め
られた。

Ⅳ．考　察

　一般的に樹木では樹冠の下部よりも上部の葉で蒸散速度が高い
ことが知られているが（Kupper et al., ２００６），本研究のシダレザ
クラとソメイヨシノではともに樹冠下部の葉より上部の葉の方が
蒸散速度は低かった。このような相違の理由として，まず本研究
の供試材料が孤立木状態だったことがあげられる。孤立木は，通
常の林地における樹木個体と比べて，樹冠により多くの光や風が
当たるため樹体への蒸散要求量は大きい（Devitt et al., １９９７）と
考えられる。この他に，供試材料の植栽場所の影響があげられる。
両個体の植栽場所はシバを植栽された，いわゆる緑地空間の平地
であり，地表面への直射光量は多く，さらに灌水もおこなわれて
いないため，無降雨日が連続すると土壌含水率は低下しやすいと
考えられる。さらに，大学構内のテニスコートと隣接しているた
め，供試材料周辺は人の往来が激しい。その結果として，供試材
料付近の土壌は強い踏圧を受け，供試材料は根になんらかの傷害
を受けている可能性が高い（Thomas，２０００）。
　以上のような理由から，本研究の測定日では夜明け前の葉の木
部圧ポテンシャルが－０．２〜－０．３MPa程度まで回復していた
（図－２）ものの，両個体は恒常的な乾燥状態に順応し，その機
作の一つとして樹冠上部で葉の気孔開度を制限し，蒸散を抑制し
ていたと考えられる。
　植栽場所の環境条件をふまえたうえで，シダレザクラとソメイ
ヨシノの違いについて考察する。ソメイヨシノでは，VPDの上
昇にともなって蒸散速度は高くなっていた。また，木部圧ポテン
シャルと葉のコンダクタンスとの関係も樹冠上部では乾燥ストレ
スの影響があったもののほぼ負の関係を示していた（図－４）。
これに対し，シダレザクラではVPDが高くなっても，蒸散速度
は変化せず，また木部圧ポテンシャルと葉のコンダクタンスも特
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図－１．PPFDの日変化



異的な関係を示した。したがって，シダレザクラはソメイヨシノ
よりも強い乾燥ストレスを受けていたと考えられる。シダレザク
ラの樹冠上部の一次枝は基部から先端部まで光が強く当たってい
るため，一次枝の基部で受光量が少ないソメイヨシノに比べ，枝
あるいは個体全体として高い水分供給能力を持つ必要性があるだ
ろう。しかし，本研究での蒸散速度および木部圧ポテンシャルの
結果から散布図を作成し、その回帰直線の傾きを両樹種の樹冠上
部における単位葉面積当たりの通水抵抗として考えると（表－
２），ソメイヨシノよりもシダレザクラの方が通水抵抗は大きく，
水分供給能力が高いとは言い難い。実際，葉の木部圧ポテンシャ
ルの日中から夕方にかけての回復速度はシダレザクラでやや遅
かった（図－２，４）。よって，シダレザクラはソメイヨシノより
も乾燥ストレスを受けやすい樹種の可能性があり，十分な光を受
けていた樹冠上部の葉における蒸散は基部でも先端部でも抑制さ
れ，葉のコンダクタンスと木部圧ポテンシャルの関係も特異的な
ものとなったと考えられる。
　今後，葉の水分生理特性や枝の組織構造の詳細な調査を行って
いくことで，両樹種の水分生理特性の差異がより明確にできると
思われる。また，本研究では植栽場所の影響が大きかったので，
水分状態が良好な条件での測定や，水利用効率など個体の生産性
について検討するために光合成の測定なども行う必要がある。
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表－２．両樹種の樹冠上部の葉における単位葉面積当たりの通水
抵抗

通水抵抗（MPa m２s mmol－１）種名
０．４８３ソメイヨシノ
０．６６９シダレザクラ

図－２．葉における蒸散速度（E）と木部圧ポテンシャル（ψl）の日変化
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図－３．VPDと蒸散速度の関係

図－４．葉のコンダクタンスと木部圧ポテンシャルの関係




